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中里学区人口 H29.11.1 現在 

世帯数  480 

総人口  1174 

男 569  女 605 

   

平
成
２９
年
１１
月
３
日
（
金
）、
４
日
（
土
）
に
渡
り
、
ふ
れ
あ
い
祭
り
・
第

４０
回
の
文
化
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
３
日
（
金
）
は
中
里
中
学
校
の

体
育
館
で
澄
水
祭
も
行
わ
れ
、
小
・
中
学
生
の
学
習
発
表
、
合
同
演
奏
、
部
活

動
紹
介
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
小
・
中
学
生
全
員
の

合
唱
「
こ
の
星
に
生
れ
て
」「
歌
よ 

あ
り
が
と
う
」
か
ら
始
ま
り
、
こ
の
日

の
た
め
に
練
習
を
し
た
、
落
語
・
英
語
劇
・
能
楽
発
表
で
会
場
は
大
き
な
盛
り

上
が
り
で
し
た
。
最
後
を
締
め
た
の
は
、
中
学
３
年
生
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ

ー
で
大
爆
笑
と
拍
手
で
終
っ
た
。 

 

文
化
祭
に
は
、
今
年
も
２１
の
サ
ー
ク
ル
と
個
人
の
部
か
ら
の
２
５
６
点
の

多
種
な
作
品
の
出
展
が
あ
り
、
見
学
者
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
た
だ
い
た
。 

 

特
に
、
今
回
は
日
展
（
日
本
美
術
展
覧
会
）
入
賞
者
で
中
里
学
区
出
身
者
の
、

会
沢 

文
朗
氏
（
中
深
荻
町
）、
渡
辺 

信
一
氏
（
下
深
荻
町
）
２
名
の
絵
画

特
別
展
示
が
行
わ
れ
多
く
の
見
学
者
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

 

個
人
出
展
の
部
で
は
、
今
回
写
真
作
品
の
応
募
が
多
数
あ
り
、
文
化
部
の
役

員
が
工
夫
を
し
て
展
示
し
て
い
た
の
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

   

両
氏
そ
れ
ぞ
れ
の
「
薔
薇
」
の
力
作
と
、
会
沢
氏
の
「
稲 

実
る
頃
」
と
「
葡
萄
の
あ
る
静
物
」。
渡
辺
氏
は
「
花
籠
」
と 

「
越
後
駒
ヶ
岳
」
の
各
３
点
、
計
６
点
を
展
示
。 

・
会
沢 

文
朗
氏
（
中
深
荻
町
出
身
） 

          

・
渡
辺 

信
一
氏
（
下
深
荻
町
出
身
） 

 

 
会 

報 

ふ
れ
あ
い
祭
り
・
第
４０
回
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
た 

今
年
も
玄
関
先
を
彩
っ
て
文
化
祭
を
盛
り
上
げ
て
頂
き
ま
し
た
。 

大
津
光
子
さ
ん
、
大
津
満
夫
さ
ん
、
後
藤 

健
二
さ
ん
作
で
す 

日
展
入
賞
者
の
作
品
コ
ー
ナ
ー 

中里小・中学校 

澄 水 祭 

今年度の澄水祭のテーマーは「キラリ！なかさとっ子☆～輝け！一人一人の瞳」発表の演技も各人

の瞳が輝いていて、歌声も、台詞音も会場に響きわたっていました。 

 

本当にみんな目が輝いてるね！ 

回 覧 
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１１
月
３
日
（
金
）
今
年
度
の
祭
り
は
、
朝
か
ら
太
陽
が 

キ
ラ
キ
ラ
輝
き
、
こ
の
季
節
に
し
て
は
暖
か
な
日
差
し
の
下
ふ
れ
あ
い
祭
り
が
中
里
中

学
校
の
校
庭
で
開
催
さ
れ
た
。
舞
台
の
床
も
宇
野
貞
良
前
文
化
部
長
に
よ
り
新
調
さ
れ

演
目
発
表
も
一
段
と
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
総
合
司
会
は
、
交
流
セ
ン
タ
ー
和
田
事
務

長
で
軽
や
か
な
茨
城
弁
で
進
行
さ
れ
た
。
今
年
も
昼
食
に
は
、
か
ら
揚
げ
付
き
の
カ
レ

ー
ラ
イ
ス
が
提
供
さ
れ
大
好
評
で
し
た
。 

実
行
委
員
、
体
育
部
、
推
進
委
員
の
皆
さ
ん
ご
苦 

労
様
で
し
た
。 

 

 

毎
回
恒
例
で
評
判
の
お
茶
席
、
お
抹
茶
と
お
菓
子
を 

心
穏
や
か
に
頂
き
ま
し
た
。
お
茶
の
飲
み
方
も
丁
寧
に
教
え 

て
も
ら
い
な
が
ら
お
茶
碗
の
回
し
方
、
頂
い
た
後
の
茶
碗
の 

拭
き
方
、
文
様
（
も
ん
よ
う
）
を
避
け
て
飲
む
な
ど
色
々
な
作
法 

が
あ
る
事
も
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。 

   

大
人
も
子
供
も
ゲ
ー
ム
に
参
加
し 

各
賞
品
を
持
ち
帰
り
ま
し
た
。
今
年 

は
メ
ダ
カ
の
販
売
も
好
評
で
し
た
。 

  

多
種
、
多
様
な
ゲ
ー
ム
が
準
備
さ
れ 

幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
楽
し 

め
ま
し
た
。 

        

手
差
し
、
レ
ジ
袋
収
納
ス
ト
ッ 

カ
ー
を
作
り
ま
し
た
。
１２
名
の 

体
験
申
し
込
み
者
が
あ
り
、
そ
れ 

ぞ
れ
ノ
ウ
ハ
ウ
を
習
得
、
簡
単
に 

出
来
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。 

 

中
里
学
区
ふ
れ
あ
い
祭
り 

丹精込めてカレー作り体育部の
皆さんご苦労様 
 
市役所新採用職員の手伝い紹
介する石川会長 

 

小学生全員の国体ダンスでお祭りが
開催された！ 
 
中里学区健康づくり推進委員による 
企画で行われた血管年齢測定も好
評で 100名の方が受けました。 
 

お
茶
席
コ
ー
ナ

ー 

抽
選
コ
ー
ナ
ー 

ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー 

洋
裁
体
験
コ
ー
ナ
ー 

 和田事務長の総合司

会、カラオケにも急遽

参加し身体密着して

「麦畑」を熱唱！ 

会場大喝采と爆笑！ 

華水木鳴る子会 

 ソーラン踊り 

ナウパカ大喝采

のフラダンス 

主役は俺だ！ 

里美ソーランが 

今年も舞って、舞って 

中里吟道会の 

皆さん熱演 
吟じることが 

健康の証しです 

 

中
里
学
区
ふ
れ
あ
い
祭
り
一
般
芸
能
発
表 


